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公益財団法人仙台応用情報学研究振興財団理事長

東北大学名誉教授 野口 正一

◆ JAINの目的と設立
1980年以降急速に発達したネットワークの環境は、学術研究を支
援する最も重要なインフラとなっていた。一方、日本におけるネット
ワークの環境は欧米に比較して格段に遅れており、高度な学術研究
のためのネットワークの構築の研究が不可欠となっていた。

この問題を解決するための戦略は、日本の大学の先進的なネット
ワーク研究者を結集し、総合的な高度ネットワーク構築技術の研究・
開発を推進する組織を構築することであった。

1986年、我々の提案が文部省の総合研究Aとして認められ、JAIN
（Japan Academic Inter-University Network）の研究プロジェ
クトが設立された。以降、JAINの研究プロジェクトは、文部省の科
学研究費により1986-1987、1988-1990、1991-1993の計8年
間継続した。1993年2月時点での参加大学は82校、研究組織とし
て研究分担者28名、参加協力者186名となった。

◆ JAINの構成メンバー
最初の構成メンバーは、各大学のネットワーク研究の代表者19名に
よって構成された。

メンバーの一例として東北大学の野口正一（代表）、東京大学の石田
晴久氏、京都大学の金沢正憲氏、大阪大学の宮原秀夫氏、学術情報
センターの浅野正一郎氏、慶應義塾大学の村井純氏等であり、この
19名の代表者はその後の日本のネットワーク研究の強力な推進者
である。

その後、この組織は1993年迄急速に拡大していく。

◆ JAINのプロジェクト
JAINの研究目標は次の三つであった。

（1）日本におけるネットワーク研究の研究プラットフォームの構築
（2）次世代ネットワークの基盤技術の開発
（3）日本の各大学ネットワークの相互接続と運用管理技術の開発

（2）における研究開発のテーマは次のものであった。

（i）ネットワーク管理技術 （ii）ネットワーク運用技術 （iii）routing技
術 （iv）security （v）user service （vi）応用システム （vii）次世代
ネットワーク技術 等であった。

その多くは1990、1991、1992年のJAINシンポジウムを中心とし、
各学会および大学の研究会等に多くの研究成果が発表されている。

さらにこれらの研究は、電気情報通信学会、情報処理学会に設置され

また、JAINの成果はその後の電気情報通信学会、情報処理学会の中
に設置された、ネットワーク研究に関係する多くの研究会の発展に
多大の寄与を行った。

なお、参考のため1992年11月における、JAINを中心とした大学
間ネットワークの状況を左図に示す（平原正樹氏による）。

◆ エピローグ
1980年代、日本におけるInternetの重要度についての認識は極め
て遅れていた。要因は当時の郵政省、通産省を中心とする行政、日本
の産学界トップの方々の認識であった。例えばIIJの認可、JPNICの
法人化に想像以上の長い時間が必要とされた。

いずれにしても日本のInternetの発展は1年以上、人為的に阻害さ
れた面が強い。

このような状況の要因に日本の官庁、産業界に大きい影響力を持っ
たキーパーソンの存在があった。

日本の将来を考えたとき、今後のリーダーはこの問題をもって他山
の石とすべきである。

たネットワーク専門分科会で継続され、現在も発展し続けている。

◆ JAINと各大学内ネットワークとの接続
1980年代後半に文部省はようやくネットワークの重要性を認識し、
1987年4月に東北大学と京都大学に初めて大規模学内ネットワー
クの構築を認めた。以降、学内ネットワークの構築は全国の大学に急
速に拡大していく。

この中でJAINの重要な役目の一つは、各大学のネットワークを
TCP/IPのプロトコルで相互接続することである。

JAINが行った相互接続の要約は次図の通りである。

◆ JAINコンソーシアムの設立
1980年代から1990年代にかけて、ネットワーク研究開発の大学
と産業界との連携は、WIDEプロジェクトを除けば極めて「希薄」で
あった。

このため、本格的な学産連携のプラットフォーム構築のため、新しく
JAINコンソーシアムが1993年に設立された。JAINコンソーシア
ムの設立に参画した方々は、大学側ではJAINの主な構成メンバーの
ほか、相磯秀夫氏、釜江常好氏、池田克夫氏、牛島和夫氏、当麻喜弘
氏らであり、産業界からは各企業の当時の副社長であったNTTの宮
津純一郎氏、NECの水野幸男氏、富士通の大槻幹雄氏、日立の三浦武
雄氏を始めとする、KDD、三菱、沖電気、住友電工の方々であった。

JAINコンソーシアムのプラットフォームを通して、多くの学産連携
による研究プロジェクトが研究グループごとに推進され、特に各大
学間接続技術、大学の大規模学内ネットワーク構築の研究開発等を
通して多くの成果が見られた。

◆ JAINの成果
JAINは1980年代および1990年代、日本全国の大学のネットワー
ク研究者を結集した学術・研究の組織であり、当時の日本のネット
ワーク研究・開発に数多くの貢献を行った。1993年におけるJAIN
の研究者数は200名を超え、この方々がさらに産業界の研究・開発
者と協力し、最先端のネットワーク研究・開発を推進してきた。

日本のアカデミアを結集したネットワーク研究プロジェクト JAIN（Japan Academic Inter-University Network）

利用可能日時

- 月～金／ 10:00～17:30 (1時間単位／Wi-Fiおよび電源利用可)
（祝日等の当センター休業日および当センターが定める未開放日を除く）

提供可能なサービス

- JPNICの会議室の使用（1時間単位、1日3時間まで）
- JPNICが講読している書物/雑誌/歴史編纂資料等の閲覧
- お茶のご提供

利用方法

- https://www.nic.ad.jp/ja/member/member-lounge.html をご覧ください。

お問い合わせ先

-  総務部会員担当  member@nic.ad.jp

※ご希望の日時に施設の空きがない、ご利用人数がスペースに合わない等、ご利用いただけない場
合がございます。その場合はあしからずご了承ください。
※JPNICは事前に予告することで本サービスを中止することがごさいます。

このたび、会員のみなさまに向けたサービスの充実を目的とし、JPNICオフィス(東
京・神田)の会議室等の無償提供サービスを開始いたしました。ご用件までの空き時間
を有効活用していただくため、当センター内にあるWi-Fiや電源の整った会議室等のス
ペースを、JPNIC会員のみなさまに限り、無料でご提供するものです。ご利用時には、
ご相談・ご質問等もお伺いいたしますので、お気軽にお使いください。

当センターは、JR神田駅からは徒歩1分、また東京メトロ神田駅、大手町駅、JR新日
本橋駅からも至近ですので、出張の空き時間でのお仕事スペース等として有効にお使
いいただけます。

■ご提供するサービスについて

JPNICメンバーズラウンジ提供開始のお知らせ
～ JPNICの会議室等を無料でご利用いただけます ～
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